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図 1曹操鏡 
  曹操鏡とされる方格規矩四神鏡 (図 1) は、梅原末治氏により「所謂王莽鏡に就いての疑問」
の中で紹介された7。鏡銘は次の通りである。 
 「作佳鏡哉真大好 上有山人不知老 渇飲灃泉飢食棗 浮游天下敖亖海 壽如王石為國保 子
萬歳 王今在魏」8 





                                                 
7 梅原末治『鑑鏡の研究』大岡山書店 1925,p.1-35 
8『西清続鑑』上海商務印書館 1911 甲 19,p.29 早稲田大学図書館所蔵 





大好 上有山人不知老 渇飲王泉飢食棗 浮游天下敖亖海 壽敝今石為家保」とある。図 211 
   
図 2 方格規矩四神鏡 18.8㎝ 
  また王綱懐氏の『漢鏡銘文圖集』下№330、336の二鏡（図 3、4）はともに作佳鏡哉で始ま




                                                 
10 岡村秀典「後漢鏡の編年」『国立歴史民俗博物館研究報告』55,1993 方格規矩四神鏡の項  
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12 王綱懐『漢鏡銘文圖集』下,上海中西書局 2016,図№330,336 
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「昭是明鏡人快意 左龍右虎四時宜(置) 常保二親楽毋(無)事 長宜子孫家大富 與君相保常
相思」/東阿宮□/18 
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 表 1 
五行 木 火 土 金 水 
五朝 秦 両漢 新・魏 晋 宋 
五経 楽 書 詩 礼 易 
五方 東 南 中央 西 北 
五時 春 夏 土用 秋 冬 
五獣 青龍 朱雀 麒麟 白虎 玄武 
五色 青 赤 黄 白 黒 
五数 八 七 五 九 六 
五金 錫 銅 金 銀 鉄 
五穀 胡麻 麦 米 黍 大豆 
五果 李 杏 棗 桃 栗 
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46 王綱懐『漢鏡銘文圖集』上掲注 12 №461 
47 後漢以降慣用句として用いたという指摘は三木氏による。上掲注 42 同頁 
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   図 10王綱懐『漢鏡銘文圖集』№305, 18.1㎝          図 11漢永平 7(64)年 七乳獣帯鏡 18.8cm 
                                       
樋口隆康氏の早期の研究によれば、尚方作鏡…渇飲玉泉飢食棗の文言を入れた銘文はＫ式に分
類されている48。このＫ式は当時調べた鏡面 1,184面のうち 201面が方格規矩四神鏡で、その中で
















                                                 
48 樋口隆康「中国古鏡銘文の類別的研究」『東方学』 7,1953,ｐ.3-7 



















 唐津桜馬場遺跡から出土した鏡（2 面のうち 1 面）も平原出土鏡と類似の方格規矩四神鏡であ
る。ここにやはり「尚方作鏡…飢食棗」と記している。これも魏の鏡の可能性が高いのではないか
と思われる。銘文は次のようにある。（図 13） 
   
   図 12 平原 1号鏡  23.4㎝          図 13 桜馬場（1） 佐賀県博 23.2cm  
「尚方作鏡真大好 上有仙人不知老 渇飲玉泉飢食棗 浮遊天下敖四三 徘徊名山採芝草 壽如
金石之國保兮」 
                                                 
51 唐･杜佑『通典』巻 27 職官 9 少府監,中尚署,中華書局 1988,p.759-760 
52 梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』上掲注 45,p.51-52。福永伸哉『三角縁神獣鏡の研究』上掲注 3,p.43-45 
53『三国志』少帝紀嘉平 6（254）年 10 月条上掲注 9,p.132 
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 文中敖四海が敖四三となっている。これを（1）とする。もう 1面には次のようにある。 
 「上大山 見神人 食玉英 飲澧泉 駕文龍 乗浮雲 長宜官」 
 一見して桜馬場（1）の鏡の画像および銘文が平原出土鏡と類似性をもつことがわかる。銘文は





























                                                 
54 岡崎敬･木下尚子「桜馬場遺跡」『末盧国』六興出版 1982,p.345 
55 高橋徹「桜馬場遺跡および井原鑓溝遺跡の研究」『古文化談叢』32,1994 
56 同上,p.95 注 41 

















  表 2 
  206pb 207pb 208pb 207pb 
  /204pb /206pb /206pb /204pb 
楽浪土城の銅鏃･銅器類 17.699 0.8758 2.1688 15.548 
平原鏡数値の平均値 17.621 0.8816 2.1763 15.531 
        表 3 
 
                                                 
58 新井宏「平原鏡から三角縁神獣鏡へ」『季刊考古学』113 梓書院 2012.4 
59 同上 p.9 および図 6,7 
60 新井宏「鉛同位体比から見た三角縁神獣鏡」『古代の鏡と東アジア』学生社 2011,p.97 図 4 
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関係する鏡を新井宏氏の集められた統計で拾い出してみよう61（ 表 4 ）。この表からは柳田氏
が指摘した平原遺跡の舶載（中国製）鏡№16（ 図 14 ）と、同舶載鏡№17（ 図 15 ）が62、鉛同
位体比において魏正始五（244）年の紀年鏡（ 図 16 ）や楽浪王盰墓出土の長宜子孫鏡に近似す
る数値を示していることがわかる。つまりこの 4面はいずれも中国製ということである。このこ

















     pb206 pb207 pb208 pb207 新井宏 
 鏡名                     /pb204 /pb206 /pb206 /pb204 出典 
楽浪王盱墓出土鏡     17.934 0.8694 2.1461 15.592 日 19   p 55  
正始五(244)年鏡            (図 16)   17.888 0.8695 2.1432 15.554 日 19   ｐ59 
平原 16号四葉鏡         (図 14)    17.860 0.8723 2.1557 15.579 日 30    ｐ55 
平原 17号四龍文鏡      (図 15)    17.845 0.8737 2.1597 15.591 日 30   ｐ53 
平原 28号鋸歯文鏡   (図 18)      17.737 0.8765 2.1620 15.546 日 30   ｐ54 
                                                 
61 新井宏,PB 一覧表 http://arai-hist.jp/database/pb/pb-database.pdf（最終閲覧日 2018 年 2 月 25 日）  
62 柳田康雄,上掲注 2 「平原王墓出土銅鏡の観察総括」『平原遺跡』前原市教育委員会 2000,ｐ.118,№34 
63 西川寿勝『三角縁神獣鏡と卑弥呼の鏡』学生社 2000,p109 
64『三国志』魏書韓伝,上掲注 9,三 p.851。土器の関係での指摘は,久住猛雄「奴国とその周辺」『邪馬台国を 
  めぐる国々』雄山閣 2012,p.86 にある。 
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         図 14 平原 №16号   18.7cm                        図 15 平原 №17号  16.5cm 
        
   図 16 魏正始 5（244）年鏡 13.0cm五島美             図 17 永平 7（64）年公孫家鏡 13.3cm 
         
       図 18 平原 №28  18.2cm                      図 19方格規矩鏡 楽浪出土 梅原著 
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図 17 樋口隆康『古鏡』新潮社 1979,図版 31,№62 
図 18 同上掲図 12,p.33,図版 31 
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表 1 上掲注 40  
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In the Hirabaru remains known as Ito country of queendom of Queen Himiko of the third century Era, it was 
done in investigation and a study of Mr.Dairoku Harada till now as about the middle of the second century. 
However Yasuo Yanagida who engaged in excavation claimed to postpone of the remains. 
 I clarified the possibility of the problem, I examined mirrors of Cao-cao, Cao-zhi that were considered to 
be Wei mirrors by documents based on the other mirrors. 
And this pattern of these mirrors are used from ex-Han to the three countries, for a long times in China. And 
the thought named Wu-xing was the mental prop of each dynasty. 
In the case of Wei, profess itself to be soil virtue, and the word jujube written on the mirrors was equal the 
thing of the soil virtue. 
And I pointed out that the same content was written down on the mirror excavated in Karatsu Sakura-no-
baba remains known as Matsura-koku of queendom of Queen Himiko of the third century. 
Because the mirrors of Hirabaru remains were near to excavated bronze things from Rakuro remains of the 
China Zone by the analysis of the lead isotope ratio, proved the similarity between the mirrors and excavated 
bronze things. 
Therefore, I clarified the possibility that the Hirabaru mirrors adapted to 100pieces of copper mirrors that 
were granted by Wei Dynasty to queendom of Queen Himiko of the third century. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
